
 

 

 

 

 

神奈川東部方面線（相鉄・ＪＲ直通線）の開業について 

 

横浜市西部や新横浜都心を東京都心方面と直結する速達性の高い電車の運行により、利用者の

利便性の向上や新横浜都心の機能強化を図り、これからの都市づくりや災害に強い街づくりを進

めるため、神奈川東部方面線の機能を有する「相鉄・ＪＲ直通線」、「相鉄・東急直通線」を、

国・県と協調して補助金を交付し、事業を進めています。 

このたび、相鉄・ＪＲ直通線が開業し、相模鉄道（株）と東日本旅客鉄道（株）との相互直通

運転が 11月 30日より開始します。開業に先立ち、事業者が主催する発車式が 11月 25日に執り

行われます。引き続き、令和４年度下期の開業を目指し、相鉄・東急直通線の整備を進めていき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開業日 

令和元年 11月 30日（土） 
 
２ 発車式 

名 称：相鉄・ＪＲ直通線発車式 

日 時：令和元年 11月 25日(月) 10時から 11時 30分まで 

場 所：羽沢横浜国大駅（横浜市神奈川区羽沢南二丁目 44番） 

主催者：(独)鉄道・運輸機構、相模鉄道(株) 

問合せ先：(独)鉄道・運輸機構 東京支社 総務部 総務課 電話 03-5403-8780 

        相模鉄道(株) 経営企画部 交通戦略担当          電話 045-319-2341 

 

 

 

参 考 資 料 

令 和 元 年 1 1 月 2 0 日 

都 市 整 備 局 都 市 交 通 課 

 相鉄・ＪＲ直通線 

【路線図】 

相鉄・東急直通線  

新線開業 

【停車駅】 

裏面あり 

【相鉄・ＪＲ直通線新型車両】 

【主な区間 の所要時間（最速達列車の場合】 

・二俣川～新宿   44 分 
・大和～渋谷    45 分 
・海老名～武蔵小杉 36 分 

  



 

 

 

３ 羽沢横浜国大駅について 

【駅及び周辺施設概要】 

 ・10両編成対応相対式ホーム（２面２線） 

 ・バス乗降場（１台分）、タクシー乗降場（２台分） 

 ・自転車駐車場（早期設置に向け整備中） 

【その他】 

 ・神奈川区では 34年ぶりの新駅誕生 

 

 

４ 相鉄・ＪＲ直通線の経緯、事業概要等 

【事業経緯】 

平成 12年１月 運輸政策審議会答申第１８号にて、神奈川東部方面線が答申される。 

平成 17年８月 都市鉄道等利便増進法が施行される。 

平成 18年 11月 都市鉄道等利便増進法に基づく速達性向上計画の認定を国土交通大臣

より受ける。 

平成 22年３月 都市計画決定告示、環境影響評価報告書の公告。工事着手。 

令和元年 11月 30日 開業（予定） 

 

【事業概要】 

運輸政策審議会 18号答申に位置づけられている「神奈川東部方面線」について、平成 17年 8

月に施行された「都市鉄道等利便増進法」を適用して事業を実施しています。本市では事業費

の一部を補助するなど、国や神奈川県、事業主体と連携して事業を進めています。 

事業計画の概要 
 

 
相鉄・ＪＲ直通線 

（西谷～羽沢横浜国大） 

相鉄・東急直通線 ※ 

（羽沢横浜国大～日吉） 

事業主体 
整備主体 (独)鉄道建設・運輸施設整備支援機構 (独)鉄道建設・運輸施設整備支援機構 

営業主体 相模鉄道(株) 相模鉄道(株)、東京急行電鉄(株) 

整備延長 約２．７ｋｍ 約１０．０ｋｍ 

開業時期 令和元年11月30日 令和４年度下期 

 

※「相鉄・東急直通線」 

  相鉄・東急直通線は、相鉄・ＪＲ直通線で新設される羽沢横浜国大駅から東急東横線・目黒線日吉駅まで

の区間に連絡線を整備し、相鉄線と東急線との相互直通運転を行うもので、令和４年度下期の開業を目指し、

現在工事を進めています。 

 

お問合せ先 

都市整備局都市交通課 鉄道事業推進担当課長 六渡 淳一 Tel 045-671-2716 

【羽沢横浜国大駅】 


